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標準的な解答例 【日本語】 

  



 
 

Ⅰの解答例 

 

問１ (1) そうごふじょ  (2) わく   (3) けんちょ 

 

問２ 同じ考えをもって，強く団結しているわけではないこと。 

 

問３ A ウ  B エ  C ア  

 

問４ ウ 

 

問５【標準的な解答例】 

個人だけの努力や責任によって結果が決まる，狭く限られた機会 

 

問６【標準的な解答例】 

  本来，社会的な背景をもっており，個人にすべて帰責できない社会問題であ 

    っても，それは個人の問題だとして考えられてしまうことで共通の課題と 

    して認識されず，同じ境遇にあるもの同士で団結して解決しようとしなく 

    なってしまったから。 

  



 
 

Ⅱの解答例 

 

問１  (1)もと  (2)からむ  (3)じくあし  (4)そこなわない 

 

問２【標準的な解答例】 

a人間臭さ：人間らしさ（感情や欲望）が感じられる 

   b百も承知：十分すぎるくらいわかっている 

   c浮き彫りにする：見えにくかったものをくっきり見せる／判別しずらか

ったことをはっきり示す 

 

問３  ① むしろ   ② もちろん／たしかに／なるほど 

 

問４  温かい心情／温かい気持ち／温かい心 

 

問５  淘汰されていく（だろう）／消えていく（だろう／しかない／ことにな

る） 

 

問６【標準的な解答例】 

経済学は、他の社会科学と比較して、効率性を扱っている面が前面に出る 

ために、公平性は重視していないとしばしば誤解される。しかし実際には、

経済学にとって公平性は重要である。それは、そもそも現実の社会現象を

扱うためには、人々の関心事である公平性の議論が必要であるためであり、

両者を同時に扱うところに経済学の魅力がある。 

 

  



 
 

Ⅲの解答例 

 

問１ (1) 劣化   (2) 促す   (3) 担う   (4) 背負っている 

 

問２（①）イ 極  （一極集中）   （②）エ 裏  （裏を返せば） 

 

問３【標準的な解答例】 

2DK、3LDKなど規格化されたマンションなどの間取りの住宅 

 

問４【標準的な解答例】 

ステレオタイプ化された「標準ライフコース」ではなく、多様なライフスタイル

が選択できる社会。 

 

問５【標準的な解答例】 

戦後の復興期，高度成長期に地方から大都市に大量の人口が流入し，大都市では

住居不足が深刻な問題となった。都市に住む人びとは郊外にマイホームを購入

するようになり，彼らのような中間層による住宅購入が高度経済成長を支えた。

こうした高度経済成長と住宅政策の結果，ドーナツ化現象が起こったのである。 


